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ライフサイクルに沿っ た住民主体の   

健康的な地域づくりのとりくみ  

⊂「亡l＼・・、、  
‰  

北海道奈井江町長   

北 良 治  

奈井江町の紹介  
置
横
 
 

位
面
 
 
 

●
 
 

●
 
 

札幌市から68Km 旭川市から68．8Km  

88．05Kポ（内55％が森林）   

本町は、JR函館本線と国道  

12号線が本町の中央を  

東側山手には高速自動車道が  

南北に縦tし、生活環境、農工  

生活消費流通等の面でも恵ま  

れています。  ●   

蠣1－  



奈井江町の高齢者の推移  
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S55 S60 H2  H7 H12 日17 H20 合計特殊出生率1．50（2007年）  

（全道～1．18 全国～1．32）  

－2一  

保険認定状況  
・介護保険料基準金額 3，930円（月額）  

第1号被保険  

者数   対する認定者の割合   

中成12年度   1，942  222   11．4％  11． 

平成13年度   1，980  244   12．3％  12．9  12．4   

平成14年度   2，044  260   12．7％  14．2  13．9   

平成15年度   2，061   268   13．0％  15．3  15．1   

平成16年度   2，049  281   13．7％  16．0  15．7   

平成17年度   2，094  317   15．1％  16．4  16．1   

平成18年度   2，148  333   15．5％  16．9  16．4   

平成19年度   2，170  346   15t9％  17．0  16．5   

と比較して低い値です。   
－－   年々、認定者捗増え乞い手す軌道、国    ヾ私・    3   
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3木柱  

1．福祉の国際交流【平成5年～】  
厚生省に「福祉」をテーマとした国際交流相手先の紹介を依頼し、  

フィンランド共和国「ハウスヤルビ町」の紹介を受ける  

【平成7年～友好都市調印式】  

2．オープンシステムの導入【平成7年～】  
・オープンシステム（病診連携開放型共同利用病院）の導入  

■ 96床の内12床を町内開業医に開放  

■ 老人保健施設、老人総合福祉施設にも導入  

3．空知中部広域連合の設立【平成10年～】   
中空知1市5町（歌志内市、奈井江町、浦臼町、新十津川町、上  

砂川町、雨竜町）で介護保険の広域処理を行うため「空知中部広  

域連合」を設立   

＜標準金額 3，930円＞  

【平成13年】 国保事業及び老人保健事業  
【平成18年】障害程度区分審査  

各ライフサイクルに沿った住民主体の  

健康的な地域づくりのとりくみ  

出生前～乳幼児～学童～思春期～青年期～壮年期～老年期  

・奈井江すこやかプラン21について  

・小児期からの生活習慣病予防  

・高齢者支援体制  

・ボランティアの育成について   



奈井江町の保     健活動（健康レベルうイフサイクル別）  

婚前・碍脾時  幼児期   学童期  年期 老年期   
（思春期含む）   （産  （，  

健康レベル3  
相談事某（電話t面接）  

冬嘩健康敷革■鱒鱒革草  イン 
一次予防  予防緒言塵  ・厚床づくり講演会  介護予防事業  

硬人草  なかよし広場  ・依現に慶る健辱教育  
母子経度軍畑横行  ジフテリア予防埠頭  く「鍵亭師者塵策＞  

（発病予防）  妊婦相談 指  食育申とりくみ  rすナやか羊峰鱒布 
婚姻届時  親子クッキング教皇   牒剛革率  

筆者及び親子申け料琴準至）」「匿医相談  一鱒席数育   ・鱒域介護予防暴動  
・運動指導事業  

（健康運動フロア  

（各種運動教皇）    康教育・健康相談   く特定音節考把 
三次予防  

結核検診  

（疾病申早期治療）  

†くンフレ叶寧布  ・特定保健指導  
3虎児僅諭事後精密捜査受汝帯‘‾  

三次予防  3歳児健診羊酎旨導  介護予防事業  
（疾病申治療）  ＜鱒定長野育時季＞  

（廣病¢ 巡回児童相談   ・草野畢介鱒予防蔓草  
（機能鱒捜1回復）  訪問浄導  （ひまわリクラブ）  

（リハビリテーシヨン 蛎 ＝二l：「＝ ご ∴ －  （体力づ〈り教室）  

（つくしんぼ教室）  （栄養改善教室）  

二星野型企草互墜事業  
叩く卑性甲歴年莱  

その他¢活動  （産前産後休暇・  稟            精神嘩書手相談事  
章児体秦御座中経進  （心の健康相談）  

健康づくり応接用事  奉瑛介護を言草ろう会（翠籾堅甲方を翠阻；持つ家族貪）  
保佐推進員会議・研  
食生活改善推進協  
食生活改善推進員  
運動サポーター事業  
健康フォーラム（全  

－b…－   

奈井江町筆早期まちづくり計画との関連性  
健事業】  

①各種健康教育・相談  
②基本健康診査  
③訪問指導  
④健康手帳発行  
（9講演会・フォーラム  

⑥骨粗髭症検診  
⑦がん検診・結核検診  
⑧各種運動指導事業  
（診高齢者インフル工ンザ  

⑩各種地区組織活動  
（俣慣詳進白＿．食生活故実琴  

推進員、健康づ〈り応援団）  

⑪禁煙対策（相談）  

⑫その鱒  

テーマ：おもいやり明日へ  

＜基本邑棟＞  

一人ひとりが主役のま  
ちづくり  

心の豊かさを追求する  
まちづくり  

広域的視野に立った  
まちづくり   

の一人ひとりの健康づくり  
②生革習慣病や疾病の  

＠地域医療体制の充実  

（1）健康づくりと疾  

病の予防対策  

の介護保険制度の円滑  
（a在宅サービスの充実  
招）．・施設サ＝ビスの充実  
仔）介護予防対策の充実  
（訃高齢者の生きがいづく  

（2）高齢者が安心  

して暮らせるまち  【鳶標章警  
②筋力同上トレーニング事実  
③栄養改善対策  
④衰族介護妄語ろう金   

【騰がい者対策】 

働勢輿、者相談・訪問  
②りくゝん厚教室  
③精神保健相襲  

【母子痩鹿活動 
①母子手帳発行 
②妊産婦保健指導 
③乳幼児層診・相談・福垂  
④歯科検琴牒琴・指導  

⑤訪甲鱒琴事業  

⑥予防接種  
⑦学校保健  
⑧小児期からの生活習慣病予防事業  

⑨食育推進事琴  

⑩虐待予防対策   

（4）安心して子育て  

ができるまち  の子育て支援や児童の  
3．学びあい心潤うまちづ  

4．魅力ある産業を目指  
すまちづくり  

5．みんなでつ〈りあげる  

まちづくり  

一7－  



「奈♯証すこやかフラン2I」の椎宇  

奈井江すこやかプラン21推進体制  

重点事業   健康づくり推進体制   母子保健対策  成人保健   高齢者  その他   

18  

士F 日  室の充実  ②食生活改善推進員養成講座  
年   充実   ②肥満予防対策  ②栄養改  ③食生活改墓推進協議会の活   

歯   ②食に関する関係  の強化   善対策の  

の  ③歯の健康の大切さについ  機関との連携  強化（低栄  ④各年代に合わせた身近な情  
健  ③虫歯予防対策の  養の予防）  報やレシピ紹介  

康   
充実  

（9口腔ケアの大切さのPR   

19  禁  ①禁煙対策ネットワーク体制  d  （D妊婦の禁煙指導  ①タバコの害を積極的にPR  （か健康フォーラムの開催   

年  煙  
の充美   強化   ②禁煙相談窓口の開設  （パネル展示）  

②禁煙サポーターとの連携  ②保護者と子供へ  ③ニコチンパッチの助成   

度  
進  推                       ③分煙・禁煙体制の環境推 進  タバコの害を積極的 にPR  ④禁煙教室の開催   

20  健  （D全町的な運動の推進   ①保護者に子供の   

年   
女   ②ウオーキングマップの活用促  

の連携   ②運動を通じ、子供  ②各種運動教室の内容充実  進   

度  
運   同士の交流と親睦  ③各種健康教育で運動の実施   ③運動サポーター研修会  
動  を促進   ④働き盛り世代の運動の促進  

⑤高齢者の体力づくり教室実施  

21   」  （弧こころの健康相談の体制  （D親子が安心して  ①休養をとる大切  ①うつ・閉  （D健康フォーラムの開催  

整備   遊べる環境づくり  さ、うつ予防の教  じこもり予  2休養・ストレス解消の大切さ   

年   」  
②育児を支え合う  室開催   防対作強  

度   
環境づくり   ②働き盛り世代の  

こころの健康を保  
つ取組を検討   

22   中 間 評 価  
ー9－  



第1章 計画の基本的な考え方  ＊奈井江すこやかプラン21策定の経過＊   

1．計画策定組織の体制  

町民や保健推進員、食生活改善推進協議会、健康つくり応援団等の関係者から、ワーキン   
グチームを作り、その意見をもとに課題整理や目標設定、ヨ又り組みの内容を検討するための   

策定委員会を組織しました。また、ウーキングチームや策定委員会からの意見をさらに検討   

し、取り組みやすい内容lこするために、行政関係者でプロジェクトチームを組織しました。   

これら、3つの組織での検討内容を整理し、その内容を地域医療連携運営委員会から、専門   

的視点で審議及び助言指導をいただき、奈井江町の現状と特徴を生かした計画づ＜りを実施  

しました。  

【組相園】  

Ⅰ．計画策定の背景   

近年わが国は、平均寿命が延び今や世界有数の長寿国となりました。長寿社  
会を稔りあるものとするためには、自分らしくいきいきと元気に暮らせる期間  
（健康寿命）を延ばしていくことが重要となっています。   
この計画は、奈井江町の地域特性を踏まえた具体的な副票や取り組みの内容  

を明確にしながら、「住民一人ひとりの力と社会の力を合わせていく」ことを  
基本理念とし、町民、地域、行政、関係機関が協力体制を組んで、全ての町民  
がすこやかで自分らしく、心豊かに生活できるいきいきとした地域を実現する  
ことを目的とした「健康つくり」のための行動計画です。  

、－Jこさゝ－、  

計んなで楽しく健康づくりしさう！  

健康 応接し手すJ  
Ⅱ．計画の基本指針  

基本指針その1：住民参加・住民主体の健康つくり  

町民のニーズや生活スタイル、価値観が多様化し、  
健康つくり対策に関しても個人の意志が尊重されなけ  
ればなりません。町民一人ひとりの意志や価値観が健  
康つくり対策に反映されるように、広く住民参加のも  
と、奈井江町の現状や特性を踏まえた、住民主体の健  
康つくり対策を推進します。  

2．計画策定までの手順   

①奈井江町健康づくり計画ワーキングチーム会議の開催   

計画を策定するにあたり、平成17年7月にウーキングチームを発足しました。   
4匡】の会議を開催し、「10年後のめさす自分の姿」「自分らしい健康つ＜り」について今後  

の希望や夢を語りあうと共に、健康つくりの現状や生活実態（課題等）などを話し合いました。   
そして、主に健康的な生活習慣に欠かせない、「栄養・食生活・歯」「運動・身体活動」「こ  

ころ」「たばこ」の4つの視点に焦点をしぼり、各グループに分かれての話し合いを持ちました。   

②奈井江町健康つくり計画策定委員会の開催  

計画を策定するにあたり、平成17年7月に策定委員芸を発足しました。   
すこやかなまちの実現に向けて、ウーキングチームで話し合った内容を更に、ライフサイクル  

を意識して、「自分自身・家族でできること」「地域・みんなでできること」「行政ですること」  

に整理しました。不足している年齢層の課題や取り組み内容を検討したり、新たに上がった健康  
に関連する課題について、どの領域で取り組んでい＜か意見交換しました。   

また、町民健康意識アンケートの内容、計画の到達目標や各期のキャッチフレーズを検討しま  
した。  

基本指針その2：生活習慣の改善を視点に  

生活習慣病は、死因の7割に達しており、食生活、運動、ストレス、喫煙など、普  
段の生活習慣が深く関連しています。「奈井5工すこやかプラン21」では、それら  
の生活習慣の領1或ごとで、適切な取り組み内容を検討し、生活習慣病を予防するこ  
とを目指しています。  

本指針その3：健康つくり活動推進のための環境つ＜り   

すこやかでこころ豊かに自分らしい生活を送るためには、町民一人ひとりの健康  
意識が重要ですが、それらの健康つくりを支援する地土或社会の環境つくりや支援体  
制が求められます。   

個人、地域、行政、医療機関や教育機関、企業や地域の組織など、様々な関係機  
関の連携・協力体制のもと、地域全体で積極的な健康つ＜り活動を推進します。  

添付針射41  第1睾 基本的な考え方11   



。
匝
栂
」
氾
〓
些
親
潮
コ
踵
世
崎
画
聖
桐
岨
9
＞
n
螢
撃
．
り
両
刃
刃
嘩
桓
幣
碧
梱
蛋
雲
型
監
e
9
＞
れ
贋
型
 
 

．
」
帽
詔
勅
㈹
風
樹
9
鴇
l
」
面
還
忘
禁
箪
灯
亡
〓
d
六
〓
一
助
血
巴
訂
 
′
〓
」
一
台
艮
e
埋
璧
9
＞
n
堪
撃
e
宙
H
仇
托
椎
 
 

。
桓
㌣
闘
佃
｝
ロ
り
じ
嘩
桓
聖
桐
圃
9
＞
n
世
 
 

襲
巨
〕
聖
獣
〓
一
奈
＋
腱
蒜
建
e
忌
中
忌
中
．
9
刃
粗
コ
経
世
只
笹
・
琴
欒
翫
細
墜
謬
挫
年
璧
．
抑
世
固
墜
誕
・
 
 

肖
巾
丁
軍
票
・
撼
宙
．
用
一
り
一
台
直
言
慧
選
9
だ
り
森
岳
由
り
さ
＞
n
堪
型
旨
9
刃
O
Y
－
娼
宙
e
臣
H
れ
托
椎
 
 

コ
姫
堕
埋
聖
e
廟
十
㈹
．
H
 
 

。
桓
掴
」
礪
㈹
肇
l
」
一
刃
〓
遠
望
拒
・
皿
瞥
華
氏
．
」
胆
詔
粗
㈹
咄
桐
山
」
M
夏
用
圃
 
場
厨
．
り
東
根
昭
何
周
碧
圃
コ
粧
せ
崎
桓
塑
詰
り
衰
霜
閻
．
鱒
期
蜜
e
 
r
T
N
∧
爪
卜
′
口
早
り
匝
H
れ
托
鵬
」
 
 

モ
↓
打
出
e
相
嘲
瞞
坦
籠
・
期
控
e
 
r
r
N
∧
爪
卜
′
口
早
じ
桓
H
れ
托
椎
」
．
T
 
 

。
桓
栂
〕
り
麺
蕪
品
薩
基
由
謹
d
薗
十
岨
．
」
農
舶
粗
壁
洗
豊
曜
e
泄
肘
O
 
r
．
坦
託
担
任
e
奥
廿
の
 
 

。
桓
栂
〓
レ
⊃
根
詔
勅
粧
蒜
｛
l
」
一
 
 

刃
〓
論
余
．
1
」
恵
良
崎
何
型
計
腑
〓
喜
怒
如
拙
射
撃
頻
e
跳
芯
．
佃
戸
ご
N
ハ
爪
n
′
q
争
∪
桓
H
れ
托
郁
」
 
 

撃
計
㈹
e
恒
十
岨
．
H
 
 

ペ
ニ
せ
芯
Z
 
∽
b
2
 
 

1
示
－
筈
か
畠
逼
誓
）
や
壁
車
 
 

嘘
瑚
蜜
睾
埜
 
 

朝
雲
壁
瑠
望
柵
督
輿
羽
車
 
 

田
望
世
コ
）
下
車
嚢
 
 

‡
彗
凶
習
 
 
 

V
ト
d
・
登
掛
鴫
 
 

側
鴫
腱
虚
虫
 
 
 

嘩
匝
勅
語
埜
艮
卜
直
り
一
根
源
e
同
十
川
蒜
罵
㊥
 
 

崎
何
倍
整
肘
惧
忙
e
塑
託
隻
眼
e
対
廿
O
T
．
坦
監
匝
甘
e
潜
廿
の
㊥
 
 

岬
何
語
延
性
レ
二
∩
リ
Ⅶ
再
百
孟
盛
さ
桑
蒜
 
 

崎
桓
整
桝
諾
壁
巨
′
」
n
l
」
蜃
蛮
塾
頭
り
面
祖
虚
血
白
 
 

扇
建
e
㈹
咄
瞞
担
詰
．
N
 
 
 

旧
－
計
岨
刃
埋
綬
e
回
＋
相
e
9
＞
n
堪
型
 
柵
∽
肺
 
 

琳
侶
・
饗
醇
 
 

詳
記
百
出
♯
椎
 
 
 

朝
砿
聯
寓
話
帥
鞋
朴
 
 

胡
瓜
榊
卸
矧
諜
報
登
幽
軍
営
 
 

朋
領
国
艮
繚
舶
 
 

蓮
華
登
凶
 
 
 

窒
華
墜
窒
・
世
幽
 
 

婆
鏑
聾
鬱
6
ご
＞
ぐ
慢
醜
■
 
 

養
匡
側
和
葛
G
〓
＞
〔
世
撃
■
 
 

墨
細
君
函
壷
 
 

6
く
策
定
〓
＞
や
世
故
■
 
 
 

肇
芝
空
言
；
＞
や
世
亀
i
 
 

＜
饗
畔
・
｛
頭
＞
 
 

ー
N
∧
肝
P
や
象
り
愴
出
♯
甑
一
寸
C
 
 
 

健康づくりと医療連携のあり方  

・地域医療連携運営委員会に、保健師が参加し、   
健康作り活動について報告、意見交換を実施  

・各保健事業（健康づくり講演会、健康フォーラ   
ム、すこやか健診等）医歯会との協力体制のも   

とに実施  

・健康運動フロアの実施の際、医師の指導が必   

要な場合は、「運動指導票」を発行していただ   

き、“かかりつけ医”の意見のもと、安全で効果   

的な運動実践ができる体制をとっている。  
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健診体制と医療連携のあり方  

・平成19年度～  

①国保担当者、衛生担当者との打ち合わせ   

会議を密に実施  

②‘‘特定健診等懇談会”を開催し、地元の健   
診体制の検討、効果的な健診・保健指導体  
制の検討、実施体制の  

疇－  

∈ヨ ′lヱ■ヽ  見交換を行う。  

※現在、必要に合わせ①、②を実施し、未受  
診者対策、健診一保健指導対策を検討し、効  
果的な実施体制を検討している。  

－14－  

小児期からの生活習慣病予防事業  

◎ 目的  

奈井江町の子供たちの虚康状態を把握し、継続的にかかわることで小中  

高生■保護者■家族・地域へと健康への関心が高まり、予防の大切さを理解  

し、健康行動の見直しが図られる。  

◎ 事業内容  

1．小学3年生～高校生までの生徒の健康診断   

（身体計測、問診、血圧測定、血液検査）   

2．関係者向け学習会の実施   

3．小児期からの生活習慣病予防講演会の実施  

4．生活習慣病予防のためのパンフレット作成（別冊参照）  

5．健診の結果をふまえ、かかりつけ医師等と課題を検討し、解決に向  
けて事業を実施する。  

6．児童生徒用の『すこやか手帳』の作成  
7，健診事後教室の開催（クッキング教室曽運動教室）  

－15一   



健診項目別結果状況  

H15年度  H16年度  H17年度  

検査項目  
人数  割合  人数  割合  

（％）  （％）   （％）   

高脂血症   74  25．9  57  22．2  50  22．4   

肥満   70  24．2  49  19．1   47  21． 

尿酸   46  15．9  49  19．1   42  18．8   

貧血   42  14．5  32  12．5  36  16．1   

肝機能   22   7．6   19   7．4  13   5．8   

糖尿病   3   1．0   0．3   0．4   

左記の表から、  

高脂血症、肥満、  

高尿酸血症、貧血  

などの傾向がわって  

きました。  

ー16－  

健診結果から地域の特性としで見えできた三と  

≪報告I≫  全回から比較すると、太り気味の  
割合が多い地域です。  
4～5人に一人が太り気味・・・。  

高脂血症の傾向臥小学生から少  
しずつ噛摩っこいる  
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問診内容から＝・ ≪報告5≫  

≪報告○≫  

野菜のとり方が少噂いことがわ  

か明春した。  
≪報告T：要  

ー18－  

4．健診事後の体制   
※かかりつけ医師等と課題を検討し、解決に向けて事業   
を実施する。  

①健診結果説明会→保健指導・栄養指導   
★生活習慣病予防のためのパンフレット作成（オリジナル）   

★フードモデル、オリジナルポスターの活用  

（ジュース、お菓子の砂糖量や脂肪量を重点的に）  

②学校で健診結果の傾向を報告  

③講演会の実施（保護者及び保健・学校関係者向け）  

④児童生徒用の『すこやか手帳』の作成  

⑤健診事後教主の開催（クッキング教主1運動教室）  

⑥正しい食生活の大切さ「食育」の普及活動  

（パネルシアター、食育カルタの活用）  
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こうして、学校・児童 生徒関わる組織  

や人がとても増えました！  

一 一■  
一 ‾ ‾ ‾ － －  －  

教育委員／会ノ■ラ                ／   
ニ  ‾  

警告÷ 」式ユー＿＿＿  

∵圭一一一‾‾‾‾ 
PTA・保護軍  

‾…‾‾‾く－ 、＿   学校  
ヽ  

1  

J  

一一  地域住民   
′
′
 
 

ノ／、－＿  
／     、－、  

、 －－－－－て－－一一一一一‾  

、：二二健康づくり応援団、1  

子供を切り口に、家族、地域の健康レベルの底上げ！  
－20－  

幼児期紗銅盤涛 痍争絡夢  

＊子供の健診結果を家族で見ることにさり、家  
族くるみで生活の振り返りがでまるJ  

＊「野菜不足」、「糖分、脂肪の摂り過ぎ」「生活  
習慣の乱れ」臥地域全体の課題としてとら  
えることがで己たぎ  

＊様々な組織同士の連携・協力体制が強化J  

＊住民帆学校医・医歯会に相談しやすい体制  
がで己たJ  

＊地域に開かれた学校になったJ  

＊学校保健懇談会で臥この事業をテーマに  
課題や取組を模討する体制になった。  
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高齢者支援体制   

＜保健センター内＞  
－－－一一－－一一－－－－■－－■■一■●】一－－－－■一一一  

－22－  

≪高齢者支援の全体像≫  《介準備険居宅サービス≫  

1）新予防給付サービス  

★運動器め機能向上  

★口腔ケア  

†L★アクティビティ  
（うち、在宅認定者Z39、地域密着型Il人  2）介護保険サTビス  

（施設入所者、入院等94人）  
《介護保険施設サービス》   

運動、レク、施設ケア  

‾‾‾‾‾‾‾‾…‾ 

i盲壷高森壷 

＜高齢者諾敢2．I70人＞   
′ 、 

′ 、  

高齢者全般へ  

【自立支援・疾病予防・健康づくり対策】  

＊保健福祉サービス  

＊老人クラブ活動  

＊就労対策、ボランティア、奉仕活動  

＊生涯学習、各種サークル、趣味せきがい対策：  
；＊健康づくり活動、健康診断  
●－＿＿＿＿＿＿＿．＿‖＿．＿＿．＿＿．＿．＿．＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿●●＿＿■＿＿．．＿＿＿l  

し‖醜由烏二卓こ卓出酪主軸姓j8ユ‖＿＿＿ 
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奈井江町の介護予防事業  

1）高齢者の体力づくり教室（3ケ月コース筋トレ）  

2）ひまわりクラブ～地区を巡回して実施   

閉じこもり予防が大事！  

（運動、口腔、栄養改善、うつ・認知症・閉じこも   

り予防の要素を入れて）  

3）介護予防講演会  

4）各種運動指導事業  

5）ボランティア育成  

6）訪問指導  

－24－  

高齢者の体力づくり教室  

高齢者に対し、マシンを利用した積極的な±  
レーニング  

遇2由、約コヶ月間トレーニンヴを実施J  

凸  
3ケ月コースの筋トレの後は＝・  

たとえばt・・  
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筋力を維持するために  

「元気コツコツ筋トレサークル」へ  

「チェアビクス教室、サークル」へ  

「ストックウオーキング教室、サークル」へ  

「健康づくり運動フロア」へ  

「地区運動教室」へ  

「ひまわりクラブ」へ   

※個人に合った運動を続けられるエ夫を   

しています。  

－26－  

栄養バランスを維持するために  

「ひまわりクラブ」へ  

「男性のためのやさしい料理教室」へ  

「食生活改善推進協議会」へ  

「健康づくり応援団」へ  
教室の後は、  
男の料理「友の会」  

で活発に活動してい  

ます！  

※個人に合った活動を続けられる工夫を   

しています。  
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仲間づくりをしたい方、  
ボランティア活動に興味ある方へ  

「ひまわりクラブ」ボランティアヘ  

「食生活改善推進協議会」へ  

「健康づくり応援団」、「運動サポーター」へ  

「すこやかプラン推進町民委員会」へ  

「地区組織活動」へ  

保健活動のボランティアヘ積極的参加  

※個人に合った活動を相談しあい、共に   

実践しています。  

－28－  

ボランティア育成、住民参加型   
健康づくり活動例ヰーワード  

「ヘルスプロモーション」  

「住民主役」  

「地域力」  

「世代間交流」  

●  I 

…いろいろ臥頗 
l  l  

★地元医師との懇詫  
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★体察し石みたい  動
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★実践したこ七を地域で  

哲塁間抄暦曲  釧鎚旗招魯臥  
銅豊銅豊崖』短夢笥奄眉拒趣屈  
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÷し。≡呂書≡  

「奈井江すこやかプラン21推進町民委員会」と  

「庁舎内推進委員会」の連動、関係機関（医歯  
会等）との連携強化  

・すこやかプランの評価方法の更なる検討  

・各ライフサイクルに沿った効果的な保健事業の   

展開及び評価  

・住民力を生かした、広がりのある健康づくり対策   

の展開  

・奈井江町の住民力を日本各地へ発信！  
－30－  
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